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・平成20年6月14日8時46分発生

・地震の規模、場所：マグニチュード7.2
北緯39度01.7分、東経140度52.8分

・迫川、二迫川、三迫川、磐井川上流域を
中心として、多数の地すべり、がけ崩れが
発生した（2000箇所以上）。

・一迫川上流域では7つの河道閉塞（天然
ダム）が形成された。

・二迫川の荒砥沢ダム北側では大規模な
地すべりが発生した。

・三迫川上流の東栗駒山の斜面を崩壊源
とした大規模な土石流が発生し、駒の湯温
泉で多大な被害が発生した。

平成20年（2008年）岩手・宮
城内陸地震による崩壊地分
布

出典： 第2回 平成20年岩手・宮城内陸地震に係る土砂災害対策技術検討委員会 資料



国総研危機管理技術研究センター・土研土砂管理
研究グループの行った主な支援活動

１．先遣隊；地震発生当日現地入り。翌日早朝より状況把
握。河道閉塞（天然ダム）早期発見。

２．土砂災害対策緊急支援チーム；土砂災害危険箇所の
緊急点検・・・2,700箇所

３．災害状況・諸元の把握、想定現象の提示 → 対策の
方向性決定の判断材料

４．警戒避難体制構築支援
５．観測困難箇所への新規開発機器の投入
６．関係機関の活動の安全確保指導 ・・・ 自衛隊、宮城

県警、栗原市など
７．現地状況変化を確認し、解説 ・・・記者発表
８．学会調査への支援
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「土砂災害対策緊急支援チーム」活動結果報告
平成２０年（2008年）岩手・宮城内陸地震により岩手県、宮城県内各地でがけ崩れ等の土砂災害が発生し、被害が生じたこ

とをふまえ、土砂災害危険箇所等の緊急点検を6月15日より19日まで5日間にわたり実施しました。
点検・調査は、震度６強・６弱・５強を観測した岩手県５市町、宮城県６市町における２，７７０箇所の土砂災害危険箇所にお

いて実施しました。

国土交通大臣 激励

H20.6.19支援チーム本部作成

１．点検期間 ：平成20年6月15日から19日
２．点検範囲 ：岩手県および宮城県 震度５強以上の地域
３．点検対象 ：土砂災害危険箇所２，７７０箇所
４．点検体制 ：

①支援チーム：下記の機関により延べ１５０班、約６７０名で編成
・本部長：国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター長 西本晴男
・国土交通省－ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥで参加（延べ約３１０名）
（本省砂防部砂防計画課、北海道開発局、東北地方整備局、関東地方
整備局、北陸地方整備局、中部地方整備局、国土技術政策総合研究所）

・県（延べ約２４０名）
（青森県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、群馬県、新潟県）

・（財）砂防・地すべり技術センター（延べ約３０名）
・現地本部 ：東北地方整備局 岩手河川国道事務所一関出張所

②岩手県（４０名）、宮城県（５名）
５．点検結果 ：土砂災害危険箇所２，７７０箇所を点検。Ａランク（応急対応が

必要）と判断された２０箇所について、岩手県及び宮城県、関係市に連絡。
県・市は応急対策を実施。

※６７０名には、車両
管理員を含む

土石流危険渓流の点検状況
（岩手県旧平泉町）

点検で危険度Ａと判定された箇所
（宮城県旧鳴子町）

宮城県一迫町での点検状況

点検で危険度Ａと判定された箇所
（宮城県旧栗駒町）

点検で危険度Ａと判定された箇所
（宮城県旧花山村）

応急対策の状況
（岩手県旧衣川町）

出典：国土交通省 東北地方整備局



土砂災害危険箇所等の緊急点検結果
（危険度判定結果Ａ）

一関市

奥州市

栗原市

平泉町

大崎市

危険度判定結果Ａ（２０箇所）の分布

点検範囲

震度６強

震度６弱

震度５強

震源

奥州市

栗原市

大崎市

美里町

涌谷町

平泉町

宮城県

岩手県

加美町

登米市

一関市

金ヶ崎町

北上市

県界

市町村界

危険度判定結果Ａ

出典：国土交通省 東北地方整備局



出典：国土交通省河川局砂防ホームページ



平成20年6月15日撮影

河道閉塞（天然ダム）掘削前後の写真

浅
布
地
区

市
野
ノ
原
地
区

平成20年6月15日撮影 平成20年7月1日撮影

平成20年7月10日撮影

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



仮排水路延長：約１２０ｍ
通 水：６月２１日１２：３０

仮排水路断面拡大：７月７日完了

６月１４日

７月１２日

いちののばら

岩手県②岩手県一関市市野〄原地区

６月２８日仮排水路断面拡大作業

出典：国土交通省東北地方整備局



2m4m

12m

①

②

③

1:0.5 1:0.5

▽管理基準高 EL.258

0.3～0.4m

6m

6m

7m

①緊急掘削 ６／２１済み
②促進掘削 ６／２１済み
③ポンプ撤去 ６／２２済み
④拡幅掘削断面 ６／２３開始
（７／初旬 拡幅完了予定）

④

排水ポンプ
R342

1m

▽管理基準高－２ｍ EL.256

呑口
（上流側）

吐口
（下流側）

全体 Ｌ＝１２０ｍ

④実施中

約７m

磐井川

R342

岩手県②岩手県一関市市野〄原地区
緊急仮排水路

出典：国土交通省東北地方整備局



産女川不安定土塊

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



沼倉裏沢における河道閉塞（天然ダム）の
越流侵食事例

宮城県栗原市沼倉裏沢地区付近（三迫川） 下流から上流を望む

平成20年6月20日13時頃撮影 平成20年6月21日12時頃撮影

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



出典：国土交通省 河川局砂防部砂防計画課 6月21日記者発表資料



B

荒砥沢地すべり

A

A

B

地すべり上部斜面（H20.6.22撮影）

末端の圧縮部（H20.6.15空撮）

地すべり地全景（H20.6.15空撮）

【地すべり規模】
長さ約1,400m，幅約810m，
滑落崖高さ約140m，平均土層厚約55m
移動土塊量約4,500万m3

（宮城県調査資料より）

撮影：（独）土木研究所 土砂管理研究グループ 地すべりチーム



荒砥沢地すべり推定断面図

・崩壊前の地形は2.5万分の1地形図から作成。
・崩壊後の地形はレーザプロファイラデータから作成。
・すべり面や地質の分布は現段階では不明であるため、
本図は推定の断面図である。
・地すべり発生前の地形勾配は平均∠10°、すべり面の
推定勾配は∠6°程度と考えられる。

断面位置

荒砥沢ダム貯水池

末端部は2.5万分の
1地形図から推定

軽石凝灰岩を主体と
する地すべり土塊

既往ボーリング 崖錐堆積物や乱れ
た地すべり土塊

溶結凝灰岩

背後の溝状地形

泥質岩主体 泥質岩と軽石凝灰岩の地質境
界付近が、すべり面となって
いる可能性が考えられる

地 す べ り
範囲

貯水池



荒砥沢ダム上流における河道閉塞（天然ダム）の
越流侵食事例

平成20年6月21日撮影

平成20年6月29日撮影

越
流
侵
食
前

越
流
侵
食
後

平成20年6月24日撮影

平成２０年６月２４日未明に
荒砥沢ダムの水位が上昇し
た。

調査の結果、支川シツミク
キ沢の湛水池が形成されて
いた場所で、下流へ水が流
下した形跡が見つかった。

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



出典：国土交通省 河川局河川環境課、砂防部砂防計画課 6月24日記者発表資料



一迫川上流域の山腹崩壊状況

←湯ノ倉

↓湯浜

↓小川原

←湯ノ倉

一迫川上流域の山腹では多数の崩壊
地が見られる。

そのうち、７箇所で大規模な河道閉塞
（天然ダム）が形成された。

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



河道閉塞（天然ダム）決壊流出予測事例



一迫川における天然ダムの危険度評価

一迫川で形成した天然ダムが決壊して出水が生じた際の
家屋の浸水可能性を検討した。

①決壊による出水のピーク流量と流下能力を比較評価

 

高さ
[m]

幅
[m]

長さ
[m]

越流に
よる
決壊

パイピ
ングに
よる
決壊

湛水池に
流入する
水量を実
績値とした

場合

既往最大
24時間雨
量からの

推定値とし
た場合

湯浜 45 50 1200 39.2 1716 越流 15～838 273～838

湯ノ倉 20 53 630 3.4 1081 越流 10～471 187～528

川原小屋沢 30 50 600 － － 越流 15～572 123～572

温湯 6 40 820 － － 越流 1～34 34～85

小川原 10 30 580 － － 越流 4～103 103～161

浅布 8 40 210 － － 越流 3～61 61～144

坂下 2.9 13 80 － － 越流 1～33 33～57

河道閉塞
（天然ダ

ム）の名称

決壊まで要す
る時間[日]

形状
決壊する過程

ピーク流量の推定値

[m
3
/s]

地区名
流下能力

[m3/s]

温湯温泉 230～1200

小川原・切留 1850～3021

浅布 1194～8201

猪ノ沢・坂下・中村・大向 260～4900

早坂 1110～1150

大田 180～4900

ピーク流量の推定値 各集落付近での流下能力



一迫川における天然ダムの危険度評価

②天然ダムの影響を考慮した2次元シミュレーションによる集
落の浸水可能性詳細危険度評価
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＋
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]

時間[s]

温湯温泉

切留・穴ノ原

小川原

浅布

猪ノ沢

坂下・中村

大向

越戸

大田

湛水池に流入する水量を実績値とした場合

水深と堆積深の和の時間変化河床上の堆積深（不安定土砂の深さ）
の分布

Frame=150
Time =8940.000[s]
CFL  =0.015

Dt   =0.00100[s]

堆積層厚[m]

2.00以上

1.00

0.00

0 1000 2000 3000[m]

湯浜

湯ノ倉

川原小屋沢
荒沢合流点

湯浜からの土砂が
湛水池に堆積する。荒沢合流点に

土砂が堆積する。

湛水池に流入する水量を実績値からの推定値とした場合

湛水池に流入する水量を実績値として計算を実施



ゆのくらおんせん
ゆのくらおんせん

宮城県⑤宮城県栗原市湯ノ倉温泉地区

湯ノ倉温泉

６月１４日

７月１９日

ポンプによる排水状況

放水路延長： 約２２０ｍ
通水時期： 未 定

ポンプ排水 及び
工事用道路造成中

出典：国土交通省東北地方整備局



Ｐ

坂路造成
ヘリポート造成

・資材空輸

・立木伐採

・抜根整地

工事用道路造成

流路工 Ｌ＝２２０ｍ

・護岸工 L=220m

・作業土工 １式

床固工 １基

落差工 １基

排水ポンプ

一般図

出典：国土交通省東北地方整備局



③ 対応が困難な箇所
湯ノ倉温泉地区 直轄砂防災害関連緊急事業（宮城県 栗原市）

７月５日 ９時００分よりポンプによる強制排水開始

ポンプ排水状況(8/5撮影）

ヘリによる重機等の資機材運搬
（６月２８日～７月３日）

ポンプ排水状況(7/10撮影）

仮排水管による排水の実施（８月１２日～）

仮排水管敷設状況(8/11撮影）

【湯ノ倉地区河道閉塞（天然ダム）諸
元】

○閉塞 長さ：約６６０ｍ （推定）
○ 〃 幅 ：約 ９０ｍ （ 〃 ）
○ 〃土砂量：約８１０千m3  

（ 〃 ）

仮排水管呑口状況(8/14撮影）
仮排水管吐口状況(8/19撮影）

仮排水管敷
設

排水ポンプ(ホース)

●道路が不通のため、ヘリにより資機材を搬入。 ●水位を観測しながら、ポンプ排水を実施。

出典：国土交通省東北地方整備局



駒の湯温泉における
土石流と被災状況

平成20年6月15日撮影

東栗駒山の東斜面が崩
壊し、土石流を形成し流下
した。

温泉旅館「駒の湯温泉」
が被災した。

撮影： 国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



：1984年御岳

：駒の湯（土砂量は国
土地理院ＨＰ）

：駒の湯（山形大八木
教授の調査結果）

駒の湯で発生した土石流の流速の推定

断面２

断面４

断面３

流下方向

断面１

崩壊地

ｍ ｍ ｍ 係数１ 係数10 平均流速

断面１ 対岸の
せり上がり高さ 59 - -

断面２ 23 115 730.4 37.9 12.0 24.9

断面３ 36 90 230.2 30.1 9.5 19.8

断面４ 40 100 140.7 23.5 7.4 15.5

偏流の水位差

項目 推定手法

34

水位差 流下幅 曲率半径
流速

（m/sec)

表 推定結果（※は国土地理院ＨＰを参照）

偏流の水位差等から流速を推定

駒の湯で発生した土石流の等価摩擦係数
地震で発生した土石流についての整理
（石川ら、砂防学会誌Vol.51,No.5に追記)

駒の湯で発生した土石流は1984年御
岳よりも土砂量は尐ないが、等価摩擦
係数は小さい

→より遠くに流動している。

○：非土石流

●：土石流化

（土石流化とは、流下比が
3.5を超え、かつ攪乱が著
しいもの）

※※



平成20年7月9日撮影
ワイヤーセンサー位置を赤で強調

警戒避難体制

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室



吊り下げ途中の様子

着水し、フロートが浮上

水位計の外観

水位計の運搬状況
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土研式投下型水位観測ブイによる観測結果
（H20年7月5日18:00時点）

平成20年7月5日（土）
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水位観測開始
（7月5日12:00）

約1cm/時

観測結果（設置直後）

土研式投下型水位観測ブイ

既存のGPSブイと水圧式センサー組み合わせ、河道閉塞の湛水湖の水位を計測する。ヘリコプ
ターから直接湛水面に投下するだけで、簡易に水面上昇量を計測することができる。

観測結果
（7月5日から8月25日まで）

写真、映像：（独）土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム、国土交通省 東北地方整備局； 水位データ：（独）土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム

湯浜地区　湛水位
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地震時斜面崩壊危険度評価

Ｆ＝0.075×[勾配(°)]－8.9×[平均曲率]＋0.0056×[最大加速度(cm/s2)]－3.2

国土地理院の50mメッシュの数値標高データと
（独）防災科学技術研究所のK-NETの加速度データを使用した。

宮城県栗原市を流れる一迫川、
二迫川および三迫川の両岸では
斜面崩壊の可能性が高い赤色の
傾向が見られた。

一方、岩手県一関市を流れる磐
井川などでは必ずしも他の地域
に比べて高い結果にはなってい
ない。



現地指導（緊急点検、宮城県警、記者発表等）

貯水ダムへの異常流入の

原因について記者発表

宮城県警から
の要請により

捜索地および
経路について
安全確認

警戒避難（土石流ワイヤーセンサ）
に関する技術指導

天然ダム現地調査（湯ノ倉温泉下流）

天然ダムヘリ調査

撮影：国土交通省 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室、（独）土木研究所 土砂管理研究グループ 火山・土石流チーム


